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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡  
令和６年４月１７日 

件   名 令和５年度人材確保個別相談会の開催結果について 

所管部課名 産業経済部 企業経営支援課 

内  容 

 

１ 目的 

人手不足に悩む区内中小企業を支援するため、初めて足立成和信用金庫 

との共催で人材確保個別相談会を以下のとおり開催した。 

 

２ 開催概要 

（１）日時 

令和６年２月２８日（水） 午後１時～５時 

（２）会場 

東京芸術センター２１階 天空劇場（足立区千住１－４－１） 

（３）内容 

ア 個別相談 

イ セミナー 

 

３ 実施結果 

（１）個別相談 

ア 参加企業数    １７社（キャンセル ４社） 

イ 個別相談実施回数 ３１回（キャンセル ５回）【表１】 

【表１ 個別相談の内訳】 

分類 相談先企業・団体 主な相談内容 実施回数 

人材
採用 
全般 

ハローワーク足立 ①自社に適した求人媒体の 
活用方法 

②求人票の書き方や自社の魅
力の伝え方等のノウハウ 

③若年層の採用のポイント 
④人材の定着に必要な対策 

１６回／ 
１６コマ中 

ミイダス㈱ 

ヒューレックス㈱ 

㈱シグマスタッフ 

外国人 
採用 

(公財)国際人材育成機
構アイム・ジャパン 

①技能実習制度や特定技能制 
度の基本的な知識 

②技能実習生の受け入れの流れ 

９回／ 
１６コマ中 

日パ技術交流協同組合 

PERSOL Global 
Workforce㈱ 

(同)ライフ・バリュー・
クリエーション 

事業
承継 

㈱バトンズ 
①Ｍ＆Ａや事業承継に関する 
情報提供 

３回／ 
４コマ中 

労務
相談 

東京圏雇用労働相談セ
ンター 

①雇用契約書の作成方法や 
文言の使い方 

②外部委託導入に関する法的 
な注意点 

３回／ 
４コマ中 

※ 外国人採用については、「雇用期間に制限がある」「言葉の問題」など採用

のハードルがまだ高いことが相談回数の少なさに反映していると分析する。 
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（２）セミナー 

ア 参加企業数    １１社（キャンセル ４社） 

イ 参加人数     １１人（キャンセル ７人） 

 

４ アンケート結果【主な回答の抜粋】（アンケート回答総数２０件） 

（１）相談会の満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加企業の８５％が「満足」または「非常に満足」と回答。 

 

（２）相談会で具体的なアイデアや情報が得られたか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加企業の４０％が「十分得られた」「たくさん得られた」と回答。 

 

（３）相談会で得た情報や知識は、今後の人材採用に役立つか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加企業の６５％が「十分役立つ」「非常に役立つ」と回答。 
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（４）その他の意見・要望 

ア ハローワークの相談ブースの数を増やしてほしい。 

イ 定期的に開催してほしい。 

ウ 建設業に特化した相談会を開催してほしい。 

 

５ 今後の方針等 

寄せられた参加企業からの声や要望を分析し、今後の人材確保支援 

に活かしていく。 

 

 



5 

産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡  
令和６年４月１７日 

件   名 「第３５回足立伝統工芸品展」の開催について 

所管部課名 産業経済部 産業振興課 

内   容 

１ 目的 

（１）長い歴史と風土の中で育まれ受け継がれてきた区内伝統工芸品

を一堂に集め、普及促進を図る。 

（２）発足２０周年を迎える「足立区伝統工芸振興会」をＰＲするこ

とを目的に、伝統工芸振興会会員が一同に会し盛り上げられるよ

う、庁舎ホールを会場に実施する。 

 

２ 開催日時 

令和６年６月５日(水)～６日(木) 

午前１０時～午後６時 

 

３ 会場 

庁舎ホール、アトリウム（入口エスカレーター脇） 

 

４ 内容（予定） 

（１）区内伝統工芸品の展示及び有償頒布 

江戸木彫刻、東京仏壇、江戸刺繍、東京銀器、他 

（２）伝統工芸品の製作実演、体験 

（３）庁舎ホールにお客さまを誘導できるよう、アトリウム（エスカレ

ーター脇）で抽選会等の集客企画を実施する。 

 

５ 出展数(予定) 

１２品目２１名、実演：４品目、体験：３品目 

 

６ 主催 

足立区伝統工芸振興会、足立区 

 

７ 今後の方針等 

（１）あだち広報５月２５日号、区ホームページ、区ＳＮＳ、チラシ

配布、ポスター掲示し周知していく。 

（２）伝統工芸振興会と集客のための企画を検討していく。 
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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡  
令和６年４月１７日 

件   名 花卉品評展示会の開催について 

所管部課名 産業経済部 産業振興課 

内   容 

１ 目的 

  夏花・冬花・春花品評展示会を開催し、区内花卉農家が栽培した季

節の花を広く区民に紹介するとともに、出品物の優劣を競うことによ

り栽培技術と品質の向上を図り、花卉農業の振興に寄与することを目

的に開催する。 

 

２ 開催日時・場所 

（１）夏花品評展示会 

  ア 日時 令和６年６月３日（月）～４日（火） 

  イ 場所 本庁舎中央館 １階アトリウム（区民ロビー） 

（２）冬花品評展示会 

  ア 日時 １２月中旬 

  イ 場所 本庁舎中央館 １階アトリウム（区民ロビー） 

（３）春花品評展示会 

  ア 日時 ３月上旬（２月下旬変更の可能性あり） 

  イ 場所 本庁舎中央館 １階アトリウム（区民ロビー） 

 ※ 第１日目 午前：審査   午後：一般観覧 

 ※ 第２日目 午前：一般観覧 午後：販売（＊） 

   （＊）１階アトリウム区民ロビーにて実施 

 

３ 主催 

  足立区 

 

４ 後援等（予定含む） 

（１）後援：東京都※、東京スマイル農業協同組合足立花卉部会、 

足立区観光交流協会※（※印は夏花のみ後援） 

（２）協賛：東京スマイル農業協同組合（夏花のみ後援） 

 

５ 褒賞予定 

（１）夏花：特等賞２点、一等賞７点、二等賞、三等賞 

（２）冬花・春花：優秀賞１点、優良賞４点、佳作 

 

６ その他 

販売における売上金は社会福祉協議会へ寄付する。 
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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡  
令和６年４月１７日 

件  名 「舎人公園千本桜まつり」の開催結果について 

所管部課 産業経済部 産業振興課、一般財団法人足立区観光交流協会 

内  容 

１ 目的 

舎人公園が桜の名所であることのＰＲ及び日暮里・舎人ライナーの土

日利用促進を図り、区内外からの来街者の増加と地域の活性化に寄与す

ることを目的とする。 

 

２ 実施概要 

（１）主催 

   一般財団法人足立区観光交流協会、足立区、東京都建設局、東京都

交通局、公益財団法人東京都公園協会 

（２）日時 

   令和６年３月２３日（土）、２４日（日） 

午前１０時から午後４時まで 

※ 桜の開花状況について 

  イベント開催時は、カンヒザクラが残っていたが、ソメイヨシ

ノ等はつぼみの状態であった。 

（３）内容 

  ア ＰＲ展 

    区、共催団体、警察、消防、自衛隊、区内団体等 

イ 物産展・模擬店 

    足立成和信用金庫と連携した地元企業や飲食店等、友好自治体、

地元町会等 

  ウ その他 

    北足立市場協会による花・野菜・果物の直売コーナー（２３日の

み）、出張生物園、大道芸、ふわふわスライダー（３歳以上、１回

２００円）、コンサートステージ等 

   ※ コンサートステージは、（公財）東京都公園協会主催 

 

３ 総来場者数について 

 (前回)Ｒ５年 Ｒ６年 前回比 

土曜日 
４／１（晴） 

１３１，５００人 

３／２３（雨後曇） 

６６，０００人  
△６５，５００人 

日曜日 
４／２（曇時々晴） 

１３８，０００人 

３／２４（曇） 

１３３，０００人 
△５，０００人 

計 ２６９，５００人 １９９，０００人 △７０，５００人 
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（１）来場者数減の主な理由等 

ア 桜が開花していなかったこと。 

イ 土曜日は、イベント開催時間が雨の天気予報であった。１１時前

には雨があがったが、来場者の大幅減となった。 

ウ 日曜日は、前日は雨予報のため来場しなかった方々が来場したと考

えられ、前回並みの来場者数となった。 

 

４ 日暮里・舎人ライナー舎人公園駅の乗降客数 

 (前回) Ｒ５年 (Ｒ６年前週) Ｒ６年 前回比 

土曜 

日 

４／１ 

２１，５４５人 

３／１６ 

４，２２７人 

３／２３ 

５，８０５人 
△１５，７４０人 

日曜 

日 

４／２ 

１７，２７９人 

３／１７ 

３，９２６人 

３／２４ 

１２，２９５人 
△４，９８４人 

計 ３８，８２４人 ８，１５３人 １８，１００人 △２０，７２４人 

 

５ ＳＤＧｓの取り組みについて 

（１）リユース食器の使用 

ア 使用結果 

利用希望のあった８団体に、観光交流協会でレンタルしたリユース

食器を配付した。これまでのイベントとの比較は、下表のとおり。 

 食器   準備数 使用数 未返却 

あだち区民 

まつり 

小皿 

コップ 
２，１００ １，７４０ 

５０ 

（未返却率２．９％） 

光の祭典 
小皿 

どんぶり 
１，９６０ １，０３０ 

５３ 

（未返却率５．１％） 

舎人公園千本

桜まつり 

どんぶり 

コップ等 
７，３００ ３，３００ 

５４４ 

（未返却率１６．５％） 

  イ 使用数が少なかった理由 

   ① ビール販売のためのカップを２，９００個準備したが、ビールの

販売が伸び悩み（土曜日は来場者数が少なく、日曜日は気温が上

がらなかったため）、１，０３０個の使用に留まった。 

   ② 菓子販売のための小皿を８００枚準備したが、販売のほとんどが

持ち帰りとなったため、１００枚しか使われなかった。 

  ウ 未返却率について 

    一部のリユース食器返却場所が、飲食スペースから見えない位置に

あり、利用者の持ち帰りが多かったと考えられる。 
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  エ 次回の改善について 

    リユース食器返却場所である「ごみステーション」を増設し、設置

場所を飲食スペースから見える位置となるよう見直していく。また、

「ごみステーション」の看板や会場全体の案内看板に、リユース食器

返却場所の表示をしていたが、より目立つ表示内容となるよう工夫

し、看板の数も増やしていく。 

（２）エコ容器の使用 

  ア 使用結果 

その場で調理・加工し提供する飲食物の容器について、プラスチッ

ク製容器を使わず、全て紙製食器を使用した場合、出店料を１万円減

額する取り組みを実施した。結果、該当する５７団体中、２８団体が

全て紙製食器での提供となった。 

  イ 次回の改善について 

    今回、エコ容器を使用しなかった出店者に、エコ容器使用に結びつ

かない理由と課題をヒアリングした上で、減額の幅を大きくする等

検討していく。 

 

６ 来場者の声について 

（１）東京消防庁のスーパーアンビュランス（大型の特殊救急車）や足立

区の起震車に乗れて、防災の体験ができたことがよかったです。震度

７が想像以上に怖かったので、家具の固定をしなくてはいけないと思

いました。 

（２）足立区の友好自治体を初めて知りました。山ノ内町のリンゴジュー

スが美味しかったので、自分で取り寄せて購入したいと思います。 

（３）「ガイド付きお花見散歩」に参加しました。桜が少ししか咲いてい

なくて残念でした。 

 

７ 今後の方針等 

今年の桜開花日、満開日の情報を加えて、近年の桜開花状況を改めて分

析し、３月最終週の土日の開催について、共催団体である東京都建設局、

交通局及び公益財団法人東京都公園協会と検討していく。 

 


